
活
用
し
た
「
休
ん
で
か
れ
や
」、
県
西

部
施
設
は
高
岡
市
福
岡
町
商
店
街
の

旧
街
道
空
き
倉
庫
を
活
用
し
た
「
さ

ん
ち
ょ
ん
ぴ
ん
蔵
」
を
改
装
し
て
設

置
。 県

内
の
地
域
特
産
品
は
も
と
よ

り
、
東
北
や
近
隣
県
、
首
都
圏
の
特

産
品
の
企
画
セ
ー
ル
を
行
う
と
と
も

に
、
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
る
催
物
も
企
画
し
、
地
方

活
性
化
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。
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２　女性部中部ブロック大会等
３　金融実態調査等
４　地域資源ファンド認定事例等
５　全国展開支援事業等
６　成長分野人材育成講座等
７　工場の新・増設を支援する制度等
８　若手技能者キャリア・アップ研修等

県
商
工
会
連
合
会
は
、
地
域
特

産
品
を
展
示
販
売
す
る
拠
点
施
設
を

県
東
部
と
県
西
部
の
二
箇
所
に
設
置

し
、
今
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。 

こ
れ
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の

営
業
支
援
拠
点
（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
）
に
よ
る
地
域
産
品
等
の
販
路
開

拓
支
援
事
業
の
公
募
に
応
募
し
、
全

国
で
七
県
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
採

択
を
受
け
た
も
の
。 

県
東
部
施
設
は
立
山
町
五
百
石
商

店
街
の
旧
金
融
機
関
の
空
き
店
舗
を

商工
春
秋
今
年
の
日
本
は

記
録
的
な
猛
暑

や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な

ど
自
然
災
害
が
多
発
し
、
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

▼
一
方
猛
暑
に
も
経
済
効
果
は
あ

る
。
小
売
業
界
で
は
、
ビ
ー
ル
系

飲
料
に
プ
ラ
ス
の
追
い
風
が
吹
き
、

コ
ン
ビ
ニ
の
売
り
上
げ
も
飲
料
や

麺
類
等
夏
の
主
力
商
品
が
好
調
で

あ
る
な
ど
、
季
節
商
材
の
動
き
が

活
発
化
し
盛
夏
商
材
が
伸
長
し
た
。

▼
こ
の
よ
う
な
個
人
消
費
が
好
調

な
背
景
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

政
策
的
な
押
し
上
げ
要
因
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

▼
可
処
分
所
得
と
気
温
の
関
係
を

示
す
家
計
消
費
関
数
で
も
、
平
均

気
温
が
一
度
上
昇
す
る
と
、
実
質

家
計
消
費
が
〇・七
％
拡
大
す
る
と

い
う
。

▼
猛
暑
特
需
は
一
時
的
に
個
人
消

費
を
実
力
以
上
に
押
し
上
げ
る
が
、

そ
の
後
の
反
動
減
で
個
人
消
費
主

導
が
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
転
じ
て
い

る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

▼
秋
口
以
降
も
暑
さ
は
厳
し
い
よ

う
だ
が
、
経
営
者
の
立
場
と
し
て

は
気
を
引
き
締
め
、
家
計
が
節
約

モ
ー
ド
に
入
ら
な
い
よ
う
に
知
恵

と
汗
を
絞
っ
て
、
売
り
上
げ
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

県
内
二
箇
所
に
、特
産
品
販
売
拠
点

「
さ
ん
ち
ょ
ん
ぴ
ん
蔵
」（
高
岡
市
福
岡
町
）

「
休
ん
で
か
れ
や
」（
立
山
町
）

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
今
秋
オ
ー
プ
ン
！

職員
募集
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女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

当
日
は
、

中
部
五
県
の

女
性
部
連
合

会
の
部
員
約

二
六
〇
名
が

参
加
し
、
商

工
会
女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ッ

ク
大
会
に
お
い
て
、
富
山
県
代
表

の
平
井
潤
子
さ
ん
（
上
市
町
商
工

会
女
性
部
）
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
。
平
井
さ
ん
は
、
十
月
に
愛

媛
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
。

平
井
さ
ん
は
、
上
市
町
商
工
会

女
性
部
で
特
産
品
開
発
事
業
に
参

加
し
て
得
ら
れ
た
こ
と
を
、
自
身

の
鍼
灸
院
の
経
営
で
役
立
て
た
経

験
を
発
表
し
、
女
性
部
活
動
の
原

点
に
立
ち
返
っ
て
、
新
た
な
挑
戦

を
し
、
女
性
部
活
動
を
も
っ
と
地

域
や
商
売
に
役
立
て
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
発
表
し
た
。

ま
た
、「
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

た
交
流
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
日
の
出
屋
製
菓
産

　

県
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県

大
会
が
八
月
二
十
八
日
に
富
山
県

中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
七
月
に
開
催
さ

れ
た
呉
東
、
呉
西
の
各
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
で
選
ば
れ
た
七
名
の
代
表
者

が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
や
地
域

振
興
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
発

表
を
行
い
、
入
善
町
商
工
会
青
年

部
の
上
野
幸
樹
さ
ん
が
見
事
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

上
野
さ
ん
は
十
月
二
十
三
日
に

岐
阜
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。

　

な
お
、
県
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
。

■
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

　

上
野　

幸
樹
（
入
善
町
）　　
　

■
優
秀
賞
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　

谷
井　

拓
也
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　

角　
　

康
平
（
富
山
市
北
）

■
優
良
賞
（
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰
）

　

武
田　

貴
文
（
上
市
町
）

　

徳
永　

勝
久
（
射
水
市
）

　

松
原
慶
太
郎
（
高
岡
市
）

　

川
那
辺
利
朗
（
庄
川
町
）

　

中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
未
来
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
イ
ト
「
ミ
ラ
サ
ポ
」
を

開
設
し
た
。
新
サ
イ
ト
は
、「
会
社

経
営
」「
取
引
先
・
顧
客
」「
資
金

調
達
・
税
務
」「
技
術
・
商
品
開

発
」な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
な
っ

て
お
り
、
専
門
家
や
先
輩
経
営
者

に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
毎
日
更
新

す
る
「
ミ
ラ
サ
ポ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
と
、

国
や
公
的
機
関
の
支
援
情
報
や
施

策
を
テ
ー
マ
別
に
入
手
で
き
る「
施

策
ポ
ー
タ
ル
」
で
構
成
。
一
部
の

補
助
金
に
つ
い
て
は
サ
イ
ト
か
ら

電
子
申
請
も
可
能
。
会
員
登
録
す

れ
ば
先
輩
経
営
者
や
専
門
家
と
情

報
交
換
で
き
る「
ミ
ラ
サ
ポ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
に
入
会
で
き
る
。
ま
た
、

一
回
目
は
商
工
会
を
通
じ
て
専
門

家
の
派
遣
を
受
け
れ
ば
二
回
目
以

降
は
サ
イ
ト
上
で
事
業
主
が
直
接

派
遣
を
申
請
で
き
る
。

詳
細
は
、

http://w
w

w
.m

irasapo.jp
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

川
合
声
一
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

　

二
十
七
日
は
、
砺
波
市
と
南
砺

市
を
視
察
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
除
く
結
果
は
次
の

と
お
り（
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名
）。

▽
優
秀
賞
＝
杉
山
ミ
サ
子
（
岐
阜

県
関
市
西
）

▽
優
良
賞
＝
野
田
た
ゑ
子
（
愛
知

県
愛
西
市
）、
木
本
タ
ヱ
子
（
三
重

県
度
会
町
）、
佐
竹
尚
美
（
石
川
県

美
川
）

平
井
さ
ん（
上
市
町
）全
国
大
会
へ
！ 

女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
井
さ
ん（
上
市
町
）全
国
大
会
へ
！ 

を
開
設

「
ミ
ラ
サ
ポ
」

「
ミ
ラ
サ
ポ
」

「
ミ
ラ
サ
ポ
」

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
支
援
サ
イ
ト

上
野
幸
樹
さ
ん（
入
善
町
）が

最
優
秀
賞
を
受
賞
！

上
野
幸
樹
さ
ん（
入
善
町
）が

最
優
秀
賞
を
受
賞
！

商
工
会
青
年
部

主
張
発
表
県
大
会

最優秀賞に選ばれた平井さん
（上市町商工会女性部）

　

八
月
二
十
六
日
に
、
砺
波
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年

度
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
合
会
交
流
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
商
工

会
女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●
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保障
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金
融
実
態
調
査
結
果

売
上
増
加
企
業
が
二・一
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
四
一・四
％
に
！
一
部
に
業
績
改
善
傾
向

売
上
増
加
企
業
が
二・一
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
四
一・四
％
に
！
一
部
に
業
績
改
善
傾
向

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
五
年
度
の
中
小
企
業
金
融
実
態
調
査
を

ま
と
め
た
。
調
査
は
商
工
会
地
区
の
会
員
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
、一
、

〇
二
五
社
よ
り
回
答
が
あ
っ
た
。

　

調
査
で
は
、
売
上
高
の
増
加
企
業
の
割
合
及
び
採
算
面
の
黒
字
企
業
の

割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
一
部
に
業
績
の
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

<

主
な
調
査
結
果>

●
採
算
好
転
の
企
業
が
増
加
し
、
悪

化
企
業
が
減
少

　

回
答
企
業
の
営
業

状
況
は
、
売
上
高
の

増
加
企
業
が
一
年
前

の
前
回
調
査
よ
り
二
・

一
ポ
イ
ン
ト
増
加
の

四
一・
四
％
と
な
る
。

［
表
１
］
調
査
時
点
（
七

月
一
日
）
の
採
算
状

況
は
黒
字
企
業
が
〇
・

四
ポ
イ
ン
ト
増
加
の

二
六
％
と
な
り
、

赤
字
企
業
は
三
・

三
ポ
イ
ン
ト
減

少
の
二
五・
三
％

と
な
っ
た
。
ま

た
前
回
調
査
と

比
較
し
た
採
算

状
況
で
は
「
好

転
」
が
四・
二

ポ
イ
ン
ト
増
加

の
一
六・
五
％
、

「
悪
化
」
が
六・
七
ポ
イ
ン
ト
減
少
の

三
〇・六
％
と
な
っ
て
い
る
。［
表
２
］

●
十
～
十
二
月
の
資
金
繰
り
改
善
予
測

　

本
年
十
～
十
二
月
の
資
金
繰
り

は
、
前
回
調
査

に
比
べ
「
楽
に

な
る
」
が
一
・

二
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
。［
表

３
］「
苦
し
く

な
る
」
と
す
る

原
因
で
は
「
売

上
高
予
定
額
未

達
」「
売
上
利

益
予
定
額
未

達
」
が
多
か
っ

た
。

●
資
金
需
要
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る

　

今
後
一
年
間
に
借
入
計
画
が
「
あ

る
」
と
す
る
企
業
は
二
二・
二
％
と
前

回
調
査
よ
り
一・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
る
。
設
備
資
金
は
「
工
場
・
店
舗

等
の
補
修
や
改
修
」「
製
造
機
器
・
ラ

イ
ン
の
増
設
」
は
増
加
し
、
事
業
活
動

に
必
要
な
借
入
を
優
先
す
る
姿
勢
が

窺
わ
れ
る
。［
表
４
］
国
、
県
、
市
町

村
の
融
資
制
度
の
過
去
一
年
以
内
の

利
用
状
況
で
は
、「
利
用
が
あ
る
」
は

四・
四
ポ
イ
ン
ト
減
少
の
三
四・
七
％

と
な
っ
た
。

●
金
融
円
滑
化
法
が
終
了
し
、
条
件

変
更
の
難
易
度
が
高
く
な
る
と
警
戒

感
は
高
ま
っ
て
い
る

　

貸
し
渋
り
が
「
あ
る
」
と
答
え
た

企
業
は
、
一
五・九
％
と
前
回
調
査
よ

り
四・四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

　

借
入
返
済
の
条
件
変
更
を
「
希
望

す
る
」
企
業
は
前
回
よ
り
四
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
一
四・
三
％
と
な
っ
た
が
、

希
望
の
条
件
変
更
は
「
返
済
期
間
の

延
長
」

「
元
金
返

済
の
一

部
据
え

置
き
」

が
依
然

ニ
ー
ズ

は
高
い
。

条
件
変

更
の
難

易
度
に

つ
い
て

は
「
容

易
で
あ

る
」「
交

渉
次
第
で
何
と
か
な
る
」
が
七・三
ポ

イ
ン
ト
減
少
の
六
四・
九
％
、「
難
し

い
」
は
過
去
連
続
し
て
減
少
し
て
い

た
が
、
今
回
は
五・二
ポ
イ
ン
ト
増
加

の
二
七・四
％
と
反
転
し
た
。

●
金
融
円
滑
化
法
終
了
後
の
金
融
機

関
審
査
に
大
き
な
変
化
は
な
い

　

保
証
協
会
の
利
用
で
は
、
最

近
一
年
間
で
利
用
し
た
企
業
は
、

三
〇・
一
％
と
一・
九
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
、「
円
滑
に
保
証
を
受
け
ら
れ

た
」
割
合
は
五・
六
ポ
イ
ン
ト
増
加

の
七
五・一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
融
機
関
の
融
資
態
度
の
変
化
で

は
、「
厳
し
く
な
っ
た
」
は
二・
五
ポ

イ
ン
ト
減
少
の
一
二・
〇
％
、「
変
わ

ら
な
い
」
は
七・
八
ポ
イ
ン
ト
増
加

の
六
三・一
％
だ
っ
た
。

　

金
融
円
滑
化
法
終
了
後
に
「
貸
付

条
件
の
変
更
や
新
規
融
資
を
申
し

込
ん
だ
」
の
は
全
体
の
六
％
だ
っ
た

が
、
審
査
に
つ

い
て
は
、「
借
り

や
す
く
な
っ
た
」

「
変
わ
ら
な
い
」

「
厳
し
く
な
っ
た

が
、
変
更
や
融

資
を
受
け
ら
れ

た
」
の
合
計
は

九
〇・
四
％
を
占

め
た
。［
表
５
］

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
（http://

www.shokoren-toyam
a.or.jp

）に
掲
載
。

表 1  年間売上高の増減率 単位％
23 年 24 年 25 年

増加 38.2 39.3 41.4
減少 61.5 60.3 57.7

表 2  １年前と比べた採算状況 単位　％
23 年 24 年 25 年

好転 11.6 12.3 16.5
変わらない 40.9 42.4 44.6
悪化 36.8 37.3 30.6
分からない 3.3 3.4 4.3

表 3  今年10～12月の資金繰り見通し 単位％
23 年 24 年 25 年

大変苦しくなる 4.7 4.7 2.8
苦しくなる 37.3 32.9 29.0
変わらない 40.3 41.9 43.1
楽になる 2.0 2.2 3.4
わからない 13.4 17.2 20.2

表 4  設備資金の使途 単位％
 23 年 24 年 25 年
土地建物の取得 2.8 4.0 6.6
工場・店舗等の補修・改修 18.1 18.6 21.9
パソコン等の IT 機器 2.5 3.2 5.7
製造機器・ライン増設 6.8 6.5 7.9
車両等の購入 21.0 22.3 19.7
従業員の福利厚生施設の設置 0.4 0.4 0.9
新事業に取り組む準備資金 8.2 6.5 6.6
その他 3.6 4.0 3.9

表 5  金融円滑化法終了後の金融機関審査 単位％
25 年

借りやすくなった 6.5
これまでと変わらない 56.5
厳しくなったが融資を受けられた 27.4
厳しくなり融資を受けられなかった 4.8
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▼
北
陸
新
幹
線
開
業
へ
向
け
て

　

歴
史
都
市
高
岡
市
の
新
事
業
と

し
て
、
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
、

御
車
山
会
館
の
建
設
と
通
年
展
示

用
山
車
「
平
成
の
御
車
山
」
制
作

が
決
定
し
た
。
伝
統
工
芸
が
地
場

産
業
と
し
て
集
積
す
る
高
岡
地
域

に
は
そ
の
技
を
支
え
る
機
関
も
多

く
、
今
回
御
車
山
の
制
作
を
委
託

さ
れ
た
高
岡
地
域
文
化
財
等
修
理

協
会
で
は
、
金
工
・
漆
工
・
木
工
・

繊
維
・
彫
刻
の
各
部
門
の
熟
練
技

術
者
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
井
波

彫
刻
（
協
）
文
化
財
修
復
委
員
会

の
彫
刻
師
た
ち
も
そ
れ
に
登
録
し

文
化
財
修
復
作
業
等
で
活
躍
し
て

い
る
。

▼
豪
華
絢
爛
な
高
岡
御
車
山

　

こ
う
し
た
組
織
が
存
在
す
る
理
由

の
ひ
と
つ
に
県
内
に
は
六
十
四
基
も

の
曳
山
が
存
在
し
維
持
管
理
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
多
く
の
曳
山
は
「
高
岡
御
車
山

祭
」
を
模
倣
し
て
制
作
さ
れ
た
が
、

そ
の
絢
爛
豪
華
な
装
飾
は
伝
統
工
芸

の
伝
播
と
深
く
結
び
き
、
現
在
も
観

客
を
魅
了
し
続
け
後
世
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。

▼
か
ら
く
り
人
形
を
井
波
彫
刻
で

　

井
波
彫
刻
は
、
瑞
泉
寺
の
再
建
の

歴
史
と
と
も
に
当
地
に
栄
え
て
き

た
。
社
寺
彫
刻
品
を
は
じ
め
、
一

般
住
宅
様
式
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
欄

間
や
衝
立
の
ほ
か
、
獅
子
頭
、
天
神

様
な
ど
地
域
の
生
活
や
文
化
と
結
び

つ
き
な
が
ら
地
場
産
業
と
し
て
確
立

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
年

の
業
界
は
生
活
様
式
や
経
済
情
勢
の

変
化
で
需
要
が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
。そ
の
よ
う
な
中
、井
波
彫
刻（
協
）

文
化
財
修
復
委
員
会
の
活
動
内
容
か

ら
、
御
車
山
の
か
ら
く
り
人
形
を
井

波
彫
刻
で
で
き
な
い
か
と
投
げ
か
け

ら
れ
た
。
日
頃
か
ら
創
作
意
欲
が
あ

り
革
新
的
な
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
考
え
て
い
た
代
表
は
、
彫
刻

師
で
か
ら
く
り
技
術
を
習
得
し
試
作

品
を
完
成
さ
せ
れ
ば
、
新
た
な
商
品

開
発
の
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
引
き
受
け
た
。

　

昨
年
手
始
め
に
高
岡
地
域
文
化
財

等
修
理
協
会
彫
刻
部
門
の
メ
ン
バ
ー

で
か
ら
く
り
人
形
職
人
九
代
目
玉
屋

庄
兵
衛
氏
を
訪
ね
た
。
か
ら
く
り
職

人
は
全
国
で
も
数
少
な
い
。
そ
の

技
術
も
伝
承
す
る
後
継
者
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
玉
屋
氏
は
彫
刻
師

た
ち
の
取
り
組
み
の
申
し
出
を
快

諾
し
、
人
形
構
造
や
操
作
技
術
な

ど
惜
し
ま
ず
教
示
し
て
下
さ
っ
た
。

▼
難
度
を
極
め
る
伝
統
技
術

　

か
ら
く
り
を
学
ぶ
に
つ
れ
、
そ
の

技
術
が
ど
ん
な
に
複
雑
な
も
の
か
、

構
造
に
必
要
な
材
料
は
何
か
を
知

る
。
そ
の
構
造
に
は
昔
か
ら
セ
ミ
ク

ジ
ラ
の
ひ
げ
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
人
形
の
絵
付
け
に
も
ニ
カ
ワ

や
胡
粉
な
ど
の
顔
料
を
タ
ヌ
キ
や
イ

タ
チ
を
原
毛
に
し
た
筆
を
使
い
、
長

い
年
月
が
経
過
し
て
も
色
あ
せ
に
く

い
手
法
を
施
し
て
い
る
。
伝
統
的
な

方
法
で
ど
こ
ま
で
取
り
組
め
る
か
を

探
る
こ
と
も
あ
り
難
度
と
資
金
面
が

課
題
と
な
る
。

▼
行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し
ま
す

　

こ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
有
益
な

助
成
が
な
い
か
模
索
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
、
巡
回
時
に
こ
の
話
を
お
聞
き

し
た
。
そ
し
て
、
商
工
会
で
県
地
域

資
源
フ
ァ
ン
ド
事
業
の
申
請
支
援
を

行
い
、
か
ら
く
り
技
術
習
得
や
試
作

品
制
作
に
か
か
る
費
用
等
を
申
請
し

て
認
定
を
受
け
た
。

▼
生
命
を
宿
し
た
か
ら
く
り
人
形

　

二
月
に
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、

本
座
は
前
田
利
長
公
と
正
室
の
永
姫
、

相
座
が
満
姫
（
ま
ん
ひ
め
）
で
、
四

歳
の
満
姫
が
か
ら
く
り
で
動
く
と
い

う
設
定
と
な
っ
た
。
試
作
品
を
作
り
、

完
成
品
を
平
成
の
御
車
山
完
成
発
表

会
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
逆
算

す
る
と
１
年
間
で
仕
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
成
功
す
れ
ば

文
化
財
の
修
復
は
も
ち
ろ
ん
、
小
型

化
し
て
土
産
品
開
発
な
ど
に
も
活
か

せ
る
こ
と
か
ら
期
待
は
大
き
い
。

　

井
波
彫
刻
に
は
生
命
を
宿
し
た
か

の
よ
う
に
表
現
で
き
る
優
位
性
が
あ

り
、
か
ら
く
り
技
術
と
合
わ
せ
た
完

成
品
は
後
世
に
受
け
継
が
れ
る
も
の

と
な
っ
て
ほ
し
い
。

 
地
域
資
源
フ
ァ
ン
ド
事
業
認
定
事
例
紹
介
　（
南
砺
市
商
工
会 

井
波
事
務
所
）

経
営
指
導
員
　
小
西
　
祥
子

～
井
波
彫
刻
の
技
術
で
つ
く
る
　
〝か
ら
く
り
人
形〟 

～

㈲
井
波
木
彫
工
芸
館
　
　
　

代
表
　
前
川
　
正
治
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富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
は
、

平
成
二
十
五
年
度
の
国
の
補
助
事

業
で
あ
る
小
規
模
事
業
者
地
域
力

活
用
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事
業

（
調
査
研
究
事
業
）
の
採
択
さ
れ
た

の
を
受
け
、
七
月
十
一
日
（
木
）

午
後
二
時
よ
り
同
商
工
会
館
に
お

い
て
「
第
一
回　

事
業
実
行
委
員

会
」
を
開
催
し
、
事
業
計
画
の
骨

子
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議

を
行
っ
た
。

第
一
回
実
行
委
員
会
で
は
、
最

初
に
委
員
会
設
置
規
程
や
委
嘱
さ

れ
た
十
六
名
の
委
員
紹
介
、
補
助

金
の
採
択
状
況
等
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
た
。
続
く
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、
八
尾
・
山
田
地
域

の
歴
史
や
伝
統
文
化
や
自
然
な
ど

の
地
域
資
源
と
、
会
員
企
業
の
商

品
案
内
や
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
情
報

を
リ
ン
ク
さ
せ
、
普
及
が
進
む
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を
活
用
し
て
、
魅
力
的
な
情
報

と
し
て
手
軽
に
検
索
で
き
、
情
報

発
信
で
き
る
《
ま
ち
ア
プ
リ
》
の

製
作
を
目
指
す
。
今
年
度
は
、
そ

の
情
報
整
理
・
ニ
ー
ズ
調
査
と
、

ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
（
中
身
）

に
す
る
か
調
査
研
究
を
行
う
。

《
ま
ち
ア
プ
リ
》
は
今
ま
で
あ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
紙
媒
体

で
は
載
せ
き
れ
な
い
大
量
の
情
報

が
掲
載
出
来
る
事
や
、
来
街
者
の

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
時
間
指
定
や
目

的
に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
モ
デ

ル
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

多
様
化
す
る
観
光
客
が
欲
し
い
情

報
を
ニ
ー
ズ
に
併
せ
て
案
内
で
き

る
事
が
出
来
、
二
年
後
の
北
陸
新

幹
線
の
開
業
を
見
据
え
、
首
都
圏

な
ど
か
ら
の
来
街
者
を
八
尾
・
山

田
地
域
へ
お
迎
え
す
る
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュconcierge

（
総
合
的
世
話

係
）
的
な
役
割
を
果
た
す
ツ
ー
ル

を
目
指
す
。

創業等企業力強化支援事業
の受託企業等募集のご案内

　県では、県内における起業後10年以内のスタートアップ期、成
長期の企業等（以下「創業者等」という。）の企業力強化を支援す
るため、「創業等企業力強化支援事業」を実施しています。
　創業者等が専門的知識等を有する人材を雇用することにより、
新商品・新サービスの開発や国外、国内への販路開拓、経営の向
上等を積極的に推進します。
　雇用や事業等にかかる費用は、県が委託費として負担します。http://www.tonio.or.jp/sougyou/kigyouryoku.html

■受託申込可能期間

サポート団体／公益財団法人富山県新世紀産業機構　中小企業支援センター　支援マネージャーグループ
　　　　　　 電話：０７６－４４４－５６０５　※申込書の作成支援等サポート業務を県から委託しています

　　　　　　 富山県商工労働部経営支援課　創業・ベンチャー係　電話：０７６－４４４－３２５２

●お問い合わせ・お申込み●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２5年11月29日（金）まで（随時受付）※この事業を受託するには、あらかじめ県から　受託企業等の指定を受ける必要があります。

全
国
展
開
支
援
事
業（
調
査
研
究
事
業
）取
組
状
況

全
国
展
開
支
援
事
業（
調
査
研
究
事
業
）取
組
状
況
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　技術専門学院では今年度新たに、成長分野として期待される環境・エネルギー分野での人材育成を支
援するため、企業の在職者を対象に「成長分野人材育成講座」を開催いたします。

●コース内容

●オーダーメイドコース ～企業のニーズにお応えします～

【開催場所】富山県技術専門学院 本校（富山市向新庄町 1-14-48） 
【受講費用】各コース 6,500 円　　　　【定員】各コース 10 名　　　【講習時間】9：30 ～ 16：00

　上記コース以外に企業・事業主団体様等のご要望に応じた講座も承っております

　近年急速に普及が進むハイブリッド車の整備や太陽光パネルの施工などに関する在職者向けの講座

申し込み・問い合わせ先／富山県技術専門学院　企画調整班　TEL（076）451-8803（直通）

コ　ー　ス 日程（いずれも２日間）

■環境緑化施工法 平成25年
10月 17日（木）、18日（金）

■ハイブリッド車の
　点検、整備

平成25年
10月 26日（土）、27日（日）

■ハイブリッド車の
　電装故障診断

平成25年
11月 16日（土）、17日（日）

■ハイブリッド車の
　低圧電気装置取扱

平成25年
11月 23日（土）、24日（日）

■省エネ電気設備
　導入・設計

平成25年
12月 5日（木）、6日（金）

コ　ー　ス 日程（いずれも２日間）
■太陽光発電システム
　導入・設計

平成26年
1月 23日（木）、24日（金）

■太陽光発電システム
　施工法

平成26年
2月 1日（土）、2日（日）

■エネファーム
　（燃料電池）導入 ･設計

平成26年
2月 13日（木）、14日（金）

■エネファーム
　（燃料電池）施工法

平成26年
2月 22日（土）、23日（日）

■環境マネジメント
　システム

平成26年
3月 6日（木）、7日（金）

●コース（例）

■ハイブリッド車整備関連技術　　■蓄電池導入システム・設計技術　　■Ｗ（ダブル）発電施工技術
■環境関連技術　など

平成 25 年度新規事業 在職者向け成長分野人材育成講座のご案内

　本年度の後期技能検定は、右記の職種について実施さ
れます。皆さんが日頃技能の練磨に努力された結果を計
る絶好の機会です。あなたもチャレンジしませんか。

◎検定職種◎
＜特級＞鋳造、金属熱処理、機械加工、放電加工、

金型製作、金属プレス加工等
＜１級・２級・単一等級＞さく井、鍛造、工場板金、

めつき、機械検査、半導体製品製造等
＜３級＞機械加工、機械検査、電気機械組み立て、

冷凍空気調和機器施工プラスチック成型等

申込み・問合わせ：富山県職業能力開発協会　富山市安住町７－１８　安住町第一生命ビル２階
　　　　　　電話：０７６－４３２－９８８７（技能検定課）

受付：10月７日（月）から18日（金）まで

後期技能検定のお知らせ後期技能検定のお知らせ

●
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
魅
力
を
伝
え
る

　

前
回
は
文
章
で
の
表
現
力
の
重
要

性
を
説
明
し
た
が
、
端
的
な
表
現
で

商
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ツ
ー
ル
が

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
よ
り
良
い

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
成
す
る
上
で

押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
挙

げ
る
。

①
安
さ
や
無
料
を
前
面
に
出
す

　
「
今
な
ら
○
○
％
オ
フ
」「
～
を
無
料

進
呈
」
な
ど
。
価
格
へ
の
遡
及
は
非
常

に
効
果
が
高
い
が
、
単
に
安
い
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
理
由
を
示
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

②
お
墨
付
き
で
証
明
す
る

　
「
○
○
（
公
的
機
関
な
ど
）
が
認
定
」

「
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
」
な
ど
、

信
頼
性
の
向
上
に
役
立
つ
。

③
話
題
性
で
持
ち
上
げ
る

　
「
○
○
さ
ん
も
利
用
し
て
い
る
」「
新

開
発
の
○
○
」
な
ど
、
今
流
行
っ
て
い

る
、
今
ま
で
に
無
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

宣
伝
で
き
る
。

④
売
れ
行
き
を
強
調

　
「
今
週
の
売
上
一
位
」「
○
○
部
門
で

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
な
ど

⑤
限
定
感
や
希
少
性
を
伝
え
る

　
「
○
○
個
限
定
」「
残
り
わ
ず
か
」「
今

だ
け
○
○
」
な
ど

　

商
品
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、競
合
品
と
比
較
し
、

有
利
と
思
う
点
を
表
現
し
て
み
れ
ば

よ
い
。

❿
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メ
ロ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
あ
み
ろ
ん
」
が
特
産
品
Ｐ
Ｒ

茨
城
県
阿
見
町
商
工
会

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

◀「
あ
み
ろ
ん
」

総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

阿
見
町
商
工
会
の
予
科
練
の
街

推
進
委
員
会
は
、
特
産
の
「
阿
見
グ

リ
ー
ン
メ
ロ
ン
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
阿
見
グ
リ
ー
ン
メ
ロ
ン

を
使
っ
た
特
産
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
当
メ
ロ
ン
は
、
大
き
く
て

爽
や
か
な
甘
さ
が
特
徴
。
菓
子
店
な

ど
十
二
事
業
者
が
、
メ
ロ
ン
ピ
ュ
ー

レ
を
取
り
入
れ
た
パ
ン
、
ケ
ー
キ
な

ど
個
性
豊
か
な
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
に

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

取
り
組
ん
で
お
り
、
す
で
に
試
食
会

も
行
わ
れ
て
い
る
。

十
二
事
業
者
の
阿
見
グ
リ
ー
ン

メ
ロ
ン
を
使
っ
た
力
作
は
、
七
月

二
十
八
日
ま
で
の
一
ケ
月
間
町
内
で

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
と
し
て
展
示
販

売
さ
れ
た
。
同
委
員
会
で
は
メ
ロ
ン

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
み
ろ
ん
」
を
誕

生
さ
せ
て
お
り
、
特
産
品
を
積
極
的

に
売
り
込
ん
で
い
く
。
阿
見
町
は
海

軍
航
空
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
数
多
く

輩
出
し
た
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
い

わ
ゆ
る
予
科
練
の
本
拠
地
。
命
の
尊

さ
と
平
和
の
認
識
を
深
め
る
た
め
、

こ
の
貴
重
な
歴
史
を
保
存
展
示
す
る

た
め
、
予
科
練
平
和
祈
念
館
を
開
設

す
る
な
ど
、
予
科
錬
を
中
心
と
し
た

観
光
を
売
り
出
し
て
い
る
。

主な支援内容

指定集積業種

計 画 期 間

工場の新・増設を支援する制度をご利用ください。

問合せ先：富山県立地通商課　〒930-8501 富山市新総曲輪1-7  TEL 076-444-3244

　企業立地促進法に基づき、富山県では市町村と共同で「富山県企業立地促進計画（基本計画）」を策定
しています。
　基本計画で指定する集積業種に該当し、集積区域内で「工場等の新増設」等を行う場合、その設備投
資計画について、工事着手・設備取得の前に県知事の承認を受けた事業者は、各種の支援措置を活用で
きます。

■不動産取得税（県税）、固定資産税の免除（３年間）
　　対象：原則として新たに建築した建物、構築物、土地　
　　要件：投資額２億円以上　土地は取得後１年以内に着工したもの
■特別償却の適用（償却率：機械装置１５％、建物８％）　
　　要件：設備投資額 計５億円以上、機械１台・１千万円以上かつ計３億円以上
■中小企業に対する低利融資（日本政策金融公庫）
■工場立地法の特例 （面積率の緩和　緑地20％→ ５～15％、環境施設25％ →10～ 20％）

※工事着工前に県知事から計画の承認を受けることが必要です。

①　環境・エネルギー関連産業　（次世代自動車、小水力発電 など）
②　ものづくり関連産業　（航空機産業、ロボット産業　など）
③　医薬・バイオ・健康生活関連産業　（医薬品及び関連産業など）
④　情報サービス関連産業　（コールセンター、データセンターなど）
⑤　物流関連産業　（道路貨物運送、倉庫業　など）

平成 25年４月１日～平成 30年３月31日までの５年間

※なお、設備増強・更新のみを行う場合は、「事業高度化計画」の対象となり、　支援措置は日本政策
金融公庫の低利融資のみとなります。
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「若手技能者キャリア ･ アップ研修」開催のご案内
第２回

○対 象 者　県内中小製造企業に勤務する若手技能者で、企業の推薦のあった方（定員：15 名）

○受講費用　11,000円（宿泊費含む）

○開 催 日　平成25年10月2日(水)～3日(木) 1泊2日
○場　　所　富山市職業訓練センター、呉羽ハイツ

15名
定員

【申込み・問い合わせ先】
　富山県商工労働部職業能力開発課　人材育成係　TEL 076-444-3259　FAX 076-444-4406

受  講  生  募  集受  講  生  募  集受  講  生  募  集受  講  生  募  集

ふれあい青空市「やまだの案山子」 10月　土曜・日曜・祝日 ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

五箇山和紙まつり 10／５（土）～6（日） 道の駅たいら「五箇山和紙の里」 0763-66-2223

第 27 回春日温泉まつり 10／６（日） 大沢野観光協会 076-467-1963

阿曾の市 10／12（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

坂のまちアートinやつお 10／12（土）～14（祝）坂のまちアート in やつお実行委員会 076-455-1184

なりひら風の市 10／12（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

大山ふれあい開運まつり 10／12（土） 富山市南商工会大山支部 076-483-1420

風の盆ステージ 10／12（土）・26（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

おやべグルメフェスタ～魅力もりもりギューギューまつり 10／12（土）～13（日）おやべ魅力発信交流事業実行委員会 0766-67-1760

大門曳山まつり 10／13（日） ㈳射水市観光協会 0766-84-4649

にゅうぜん商工フェア まつりんぴっく２０１3 10／19（土） 入善町商工会 0765-72-0163

市姫さんど 10／20（日） 上市町商工会 076-472-0716

丘の夢牧場ふれあいフェア２０１3 10／20（日） 丘の夢牧場ふれあいフェア神保実行委員会（婦中） 076-469-2497

ハッピーハロウィン in おおさわのほそいり 10／27（日） 富山市南商工会女性部大沢野細入支部 076-467-1963

ビッグ庄川なんでも市 2013 10／27（日） 庄川町商工会 0763-82-1155

■■■ ものづくり企業経営者による講話 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

実技講習

講　　義

株式会社タカギセイコー

代表取締役社長　笠井 千秋 氏

作業の効率化、安全に対する意識を高めます

ものづくり現場における基本姿勢を学びます

立山マシン株式会社

代表取締役社長　宮野 兼美 氏

10
２

(水)

10
3

(木)


